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●山梨県生花商業協同組合

　山梨県生花商業協同組合（山本幸男理事長　組
合員16社）は、中央会の支援事業を活用して組合
員企業や管理職等を対象にマーケティングセミナー
を2回にわたり開催した。講師には、県内の中小企
業の販路開拓を数多く手掛けている兼子俊江中小
企業診断士を招いた。

　生花小売店が取り扱っている高級ギフトやホテル
向けの婚礼宴会、商店街や幼稚園などの花壇緑化
などの需要は、予算縮小やコストダウン等の影響に
より低迷している。葬祭関係も、生花で祭壇を飾るこ
とを選択する喪主・遺族が増えているが、近年の家
族葬の増加により葬儀規模自体が縮小傾向にあり、
生花祭壇の施工単価も下落している。また、消費者
の花の購入先は「生花小売店」だけでなく、スー
パーやホームセンター、農産物直売所、インターネッ
ト等を介した通信販売など多様化している。
　そこで、組合では常に変化する市場を見越した経
営を目指すためのセミナーの開催となった。1回目は
「マーケティングの基礎知識」と題し、フレームワー
ク手法を使い顧客ターゲットと自社のポジション設
定について学んだ。2回目は「顧客行動を起点にし
た店づくり」をテーマに、参加者が自社の主要な販

路ごとに3グループに
分かれ、マーケットの
変化に対応するため
の自社と競合他社と
の市場での位置づけ
と自社の経営資源を
活用したポジショニン
グマップの作成など、経営環境の整理を行った。
　参加者からは、「顧客目線に立った効果のある
マーケティングプランをたてることが重要だと感じ
た。」「SWOT分析により、社会環境の変化が購買
行動に大きく影響し、購買心理と購買行動を意識し
た店づくりが必要だと実感した。研修で学んだことを
店舗スタッフと再確認しながら売上に繋げていきた
い。」などの感想が多く寄せられ、大変有意義なセミ
ナーとなった。
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●一般社団法人 山梨県木造住宅協会

　一般社団法人山梨県木造住宅協会（中村伊伯
代表理事　会員68社）では毎年、南アルプス市の
「木の国サイト」において「山梨県木造住宅フェア」
を開催しており、今年は3月26日に開催された。この
イベントは、協会の活動紹介を兼ねて、会員である

工務店や設計業者からお客様への日頃の感謝を伝
えることを目的としている。親子でできる木工教室、
つみ木広場、ミニSLの乗車、フードコーナーなどが
企画され、家族で楽しめる内容となっており、来場客
の多くは、これから住宅購入を検討している子育て
世代で、当日は雨天だったにも関わらず、多くの家族
連れで会場は賑わった。
　こうした催しは、大手ハウスメーカーなどではシー
ズンごとに積極的に実施されているが、資金力の小
さな地元の中小工務店や設計業者が単独で集客
PRイベントを行うことは難しいため、協会が主体と
なって開催し、今年で7回目となる。
　このイベントを通じ、お客さまとの繋がりを維持し、
家の修繕やリフォームなどのニーズや考え方をお聴
きする「会話の場」にもなっており、会員にとってもお
客さまとの信用・信頼を構築し受注につながる可能

性を見つける
良い機会となっ
ている。
　協会は、県内
の工務店を中
心に設計事務
所や木材事業
者で組織され、
県産木材の活
用を含む地元業者ならではの木造建築の魅力発信
を通じて、大手ハウスメーカーには負けない「地域・
環境・住宅」が調和した三位一体の家づくりを推進
している。協会では今後も、会員への情報周知、技
術講習、営業研修などを通じて、技術力・営業力に
優れ、お客さまから信頼を得られる会員の育成に力
を入れていくこととしている。

●大月織物工業協同組合

　大月織物工業協同組合（和田廣行理事長　組
合員35社）は大月市と連携し、オリジナル商品とし
て市職員のための「名札ケース」を制作、3月29日
にその発表会が行われ、和田廣行理事長らが注文

のあった147個
を納品するため
大月市役所を
訪れ、石井由己
雄市長に手渡
した。
　これは「大月
市職員提案制
度」による発案
を元に作製され
たもので、新た
な名札ケースは

この4月から大月市役所の職員が業務中に身に付
け、「大月の織物」を県内外に発信PRすることと
なった。
　商品の開発は、大月市から製品化の依頼を受け
た組合がデザインや柄などの企画を行い、組合員の
製造業者が製品化に協力した。大月の織物の特徴
は、細番手という極細の糸を使い繊細に織り上げ高
密度できめの細かい生地作りを得意としており、ネ
クタイや服地などに多用されている。今回はネクタ
イや洋服の端切れを生かし、縦約8㎝、横11㎝の名
札ケースを制作、デザインは水玉やストライプなど
12種類がある。
　また、今回の「名札ケース」と同じ柄で他の製品
の購入の希望も寄せられており、随時注文を受け付
け名刺入れや小銭入れなどの様々な商品開発を行
い、大月市内の観光案内所などで販売する計画と

なっている。組合では、市と連携してオリジナルデザ
インの生地の製作も検討している。
　和田廣行理事長は、「地場織物は外国製品の台
頭により厳しい状況が続いているが、これをきっかけ
に素材の良さや技術をアピールする機会としたい。
今後もこれまで以上に市と連携し、地域の伝統産業
でもある大月の織物を全国へ発信していきたい。」
と話してくれた。

市職員のアイディアから地場織物を全国へ発信!!
オリジナル名札ケースを開発
市職員のアイディアから地場織物を全国へ発信!!
オリジナル名札ケースを開発
市職員のアイディアから地場織物を全国へ発信!!
オリジナル名札ケースを開発
市職員のアイディアから地場織物を全国へ発信!!
オリジナル名札ケースを開発

子供たちも木と触れあい笑顔になる

例年のイベントの様子

名札ケース（見本）

熱心に聴講する経営者

中小企業診断士 兼子俊江氏

石井市長（左）に手渡す和田理事長


